
皆さまのご意見を
お待ちしています

アンケート結果

お問い合わせ先
石巻市  復興政策部  地域協働課
TEL ： 0225-95-1111（代表）
FAX ： 0225-22-4995
E-mail ：iscviact@city.ishinomaki.lg.jp

今後の進め方

　皆様からいただいた意見について、市では新たな財政措置が必要な課題や、より積極的に
解決に取り組むべき案件などを整理・調整し、市としての方針や方向性のとりまとめを行い
ました。
　それを、湊地区の町内会長連合会、渡波地区の行政区長会にてお示した後、市が策定する
震災復興基本計画実施計画へ反映させるなど、具体化させていきたいと考えています。

東部地区復興まちづくり だより

Vol.1

不動町　藤巻
　石巻市では現在、“どうすれば安心して暮らし続けることができるのか ” 
“ どうすれば仮設住宅等にお住いの方々が戻ってこられるのか ”をテーマと
した東部地区※の復興まちづくりに、住民の皆さんと
ともに取り組んでいます。
　その一環として、昨年の 11月末から地区別に２度
の意見交換会を開催しましたので、その結果をお知
らせします。

※東部地区とは・・・
　旧北上川より東側の市街地の
うち、津波による被害が大きく、
かつ土地区画整理事業等の事業
を行わない地区を指します。
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不動町地区

：東部地区

不動町地区

●現在のお住まい

●住み続けるために重要と考えられる施設

平成 25 年 12 月から平成 26 年 1月にかけて、被災時に東部地区にお住まいの約 6,000 世帯の方に、
アンケートを実施しました。主な設問と結果は、次のとおりです。

今後のお住まい

安心・安全のために有効と思う活動
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このまま現在の場所に住み続けたい
被災前に住んでいた場所に戻りたい
市内の被災前以外の場所へ移りたい（または既に移っている）
市外に移りたい（または既に移っている）
決められない、わからない
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自主防災組織等による

見回りや声かけ

防災知識の普及や意識啓発

防災訓練や防災に
関連したイベント

避難する時に支援が必要な人の
把握と、支援者の割り当て

その他

津波からまちを守る堤防

安全な避難場所や十分な備蓄

身近な商店や銀行、行政サービス
などの生活利便施設

病院やクリニック
などの医療施設
                 　　高齢者や障害者、子育て等

を支援する福祉施設
集会や文化活動、地域のイベント

などができる集会所等

道路、公園、下水道
などの基盤となる施設

交番・駐在所、消防団倉庫
など、治安や安全のための施設

バス、鉄道、コミュニティバス
などの公共交通

その他



話 し 合 っ た 主 な 意 見

意 見 交 換 会 の 様 子

第 2回意見交換会を開催しました　【平成 26年 3月 28 日（金）   会場： 不動町集会所   住民出席者：21人】

第 1回意見交換会を開催しました　【平成 26年 2月 7日（金）   会場： 不動町集会所   住民出席者：18人】

第 2回意見交換会に参加した感想・意見等
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●参加してみて●

・不動町の発想は素晴らしいと思う。この発想を行政がいかに取り入れてくれるかだと思う。
・身近に意見を述べることが出来たこと。一番安全・安心で暮らせるには、自宅のすぐ前のがけ崩れ対策を是非実行して
もらいたい。毎度地震、大雨の日はすごく不安でならない。すぐ上の貯水池の崩壊は不動町全体の問題である。

・活発な意見が出て、大変よかった。町内の人達もそれぞれいろいろな意見をもっていると感じた。来てよかった。元の
不動町に近いぐらいに戻ったらいいと思う。

・自分たちが住むまちづくりについて率直な意見を出し行政との意見交換をした事はよかった。ただ、意見交換したこと
について行政でどれだけ実行可能なのか解らず不満が残る。出席者が高齢者が多く若い人の参加が無かった点は交換
会があることの周知方法を考えるべきだと思う。

・検討課題が多かった。市民会館、市民プールの跡地の一部を緑地公園に。7,500ｔ貯水池の問題？コンパクトなまちづくり
がほしい。店舗、生鮮食品店。子どもたちの遊び場所がぜひ欲しい。子どものある親たちが参加できる方法がないか、会
議出席。集会所の活性化、今後明確な人が集う場所となるような。行政の情報が欲しい。逆に言えば聞くか、確かめるか。

・震災がいつ来るのか、来たらどうするのかと日々不安に思っているよりも、この町に
いたら来るなら来てみろくらいの気持ちでいられるような町であったらよいなぁ。

・今回も参加させて頂き、不動町に住んでいることに少々、安心な気持ちになった。
でも、別の町の人に話を聞くと、もっとこの地より安心に住んでいる様だ。

・今回は大変よかった。まちづくりの見本にしたまちづくり。
・まちづくりの話し合いになぜ行政の職員が不参加なのか疑問。まちづくりを町民
に丸投げするように感じた。まちづくりは町内だけの問題じゃない。

・若い人たちを呼込むには？に疑問。商店、病院何もなしの所に来るわけがなく（地
震時即避難の地域の為）今後 10 年もたつとほとんどの住民が後期高齢者となる地
域でもあり、若干後ろ向きの意見を言ってしまいました。

・青写真で示された事業が住民に周知した上で具体的な進め方を説明してほしい。
・1回目は参加しなかったが、今思うととても残念。自分たちが住む大切なまちなの
で、皆さんで意見を出しあい、これからの子どもたちにも素敵な不動町になって
ほしいと思う。

・町内のさまざまな問題がいろいろ話し合われ、復興に向けて少しでもより良
い不動町に変わっていくよう私たちもできるだけ協力したいと思う。

・公共施設がほしい。

子どもたちを地域に
溶け込ませることが、
まちを維持していく
ことにつながる。

雨水排水対策や、高台
避難路等に関する情報
がほしい。

堤防を活かしたまち
づくりができないか。

高台避難場所の隣接地に、
集会所の代替施設を兼ねた
一時避難所を作ってほしい。

コミュニティ活動が盛ん
であり、その拠点である
集会所の代替施設を
整備してほしい。

子育て世代など、若い
人をまちづくりに参加
させることが大事。

いたずらに大きな施設や
道路をつくるのではなく、
コンパクトなまちを目指す。

がけ崩れ対策や、配水
池の崩壊対策を早急に
やってほしい。

人を呼び戻すための
目玉となる施設が
ほしい。市民会館等の
跡地に期待する。

「地域力＝防災力」の認識で、
他の地区に自慢できるくらいの
防災活動に取り組んでいきたい。

子どもから高齢者までが
楽しめる広場がほしい。

商店も無く不便。市とし
て生鮮食品店などの配置
を考えて欲しい。

●安全・安心●

●コミュニティ●

●暮らしやすさ●

子どもたちがたくさんいる
まちにしたいという意見がでました。

がけ崩れ対策や雨水対策をしっかり
やってほしいという意見が多く出ました。

平成 26 年 2月 7日　不動町集会所にて、不動町・藤巻地区の合同意見交換会をとり行いました。
主な意見：
・雨が降ると、山から全て雨水が不動町地区に集まってくる。冠水もひどい。雨の問題を検討してほしい。
・旧北上川より東側は過疎化が進んでいる。まちが活性化するように人が集まる施設、安心なまちを作ってほしい。
・湊地区に新しい小学校が出来るのに、通学路として利用される道に歩道がなくとても危険。対処してほしい。
・不動町集会所は堤防がかかってしまい、利用できなくなる。使っていない事務所など移転を考えてほしい。
・山の上に貯水池があるが、それがとても古くなっていて、壊れてしまったときに水が漏れてくるのがとてもこわい。そう言っ
たことも含めて雨水対策をしてほしい。また、崖が崩れかけているので対応もお願いしたい。

・不動町地区の中に、子供たちが遊べるような公園を整備してほしい。
・不動町地区内の産業用地に復興公営住宅等、人が集まる施設を作ってほしい。
・郵便局の官舎を一時避難場所として協定を結んでほしい。
・石巻大橋は、朝の通勤ラッシュ等に片側 1車線道路なのに 2車線道路として利用されている。拡幅をしてもらわないとと
ても危険。

・東内海橋について、車が通れなくてもいいので、歩行者や自転車が通行できる橋だけ
でも作ってほしい。今の橋を撤去したままにしないでほしい。

・河川堤防に関して詳しく聞きたい。（道路の付け替えや河川堤防へ上がる車の進入路等）
・ポンプ施設に至る函渠は、地盤沈下によって影響はないのか？
・避難場所として整備される場所も、水の対策をしてもらわないと避難時山に登れない。
・避難路に関して、ゲートやフェンスなどで先に行けなくなる。撤去してほしい。
・砕石上に登る道を広げて、車による避難路として整備してほしい。
・市民会館跡地にいろんな企業を移転させる計画だが、移転してきた企業がずっと居座
れるように（まちが廃れないように）考えてほしい。


